
定 例 会 議 
交通安全施設整備、維持管理の現状について

 令和６年７月31日 

資 料 交 通 規 制 課

１　令和６年度の交通安全施設の整備、維持管理のための予算　　 

　　人件費を除く令和６年度警察費当初予算：6,197,619千円 

   うち、交通安全施設整備、維持管理のための予算

     →　1,343,500千円 (Ｒ２～Ｒ６の過去５年平均 1,188,349千円)

                  交通安全施設整備費　　：824,233千円 (705,914千円）

                 交通安全施設維持管理費：519,267千円 (482,436千円）

 

 

２　令和５年度末における交通安全施設の状況 

  (1)　信号関係　　信号機　：1,497か所 (信号制御機：1,491基)

　　　　　　　　　信号灯器：18,166灯 (ＬＥＤ灯器は11,809灯（65.0％）） 

  (2)　標識、標示　標識柱　：48,678本 (標識板：80,663枚)

       　　　　　　横断歩道：8,603本

                  実線標示：約1,147キロメートル（公安委員会設置分に限る。） 

 

３　持続可能な交通安全施設を実現する上での課題　　 

  (1)　信号関係

　　ア　信号制御機の更新･･･令和６年度：52基更新・予算額 １億1,614万円 

 　　　　耐用年数（19年）を超過した制御機が、令和５年度末時点で249基存在

    イ　信号灯器のＬＥＤ化･･･令和６年度：931灯更新・予算額 ３億164万円 

 　　　　信号用白熱球の生産終了（令和９年度末）が迫る中、未施工が6,357灯存在

  (2)　標識、標示関係

　　ア　道路標識の更新･･･令和６年度：標識板65枚ほか・予算額 2,063万円 

 　　　　標識板は10年～15年で更新することが望ましい

　　イ　道路標示の補修･･･令和６年度：横断歩道268本ほか・予算額 7,727万円 

 　　　　道路標示は５年～10年で補修することが望ましい

          　　 

４　対策　　 

  (1)　実態に適合しなくなった交通規制の見直しによる、総量削減

 

  (2)　道路標識の小型化など、維持管理コストの削減

 

  (3)　有利な起債を活用するなど、予算確保に向けた工夫

 

                                                                   資料１


